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学会発表等 

＜一般学会＞ 

（代表執筆者（先頭に氏名を記載）が所外研究者の場

合は、当該研究の共同研究者となっている所内研究者

にアンダーラインを記した。） 

 

［感染症］ 

仲真晶子, 小西典子, 下島優香子, 石崎直人, 尾

畑浩魅, 門間千枝, 矢野一好, 甲斐明美, 五十君

靜信, 諸角聖, 山田澄夫: Listeriaのヒト糞便から

の検出状況, 日本食品微生物学会学術総会 (大

阪), 2006.  

 

樋口篤, 仲真晶子, 小西典子, 下島優香子, 尾畑

浩魅, 門間千枝, 矢野一好, 甲斐明美, 福山正文, 

山田澄夫: チーズからのListeria monocytogenes検

出法の比較検討, 日本食品微生物学会学術総会 

(大阪), 2006 

 

門間千枝, 柴田幹良, 石崎直人, 甲斐明美, 矢野

一好, 諸角聖, 山田澄夫, 春日文子, 小熊恵二: 

エスニック食品の嫌気性芽胞菌を中心とした汚

染実態調査成績, 第27回日本食品微生物学会学

術総会 (大阪), 2006.  

 

小西典子, 大塚佳代子, 田中廣行, 平松礼司, 矢

野一好, 小沼博隆, 工藤由起子, 高鳥浩介: 血清

型および対象食品の違いによる腸管出血性大腸

菌の検出方法に関する検討, 第27回日本食品微

生物学会学術総会 (大阪), 2006.  

 

森功次, 林 志直, 秋場哲哉, 野口やよい, 吉田

靖子, 山田澄夫: ふきとり材料からのノロウイル

ス検査法, 第27回日本食品微生物学会学術総会 

(大阪), 2006.  

 

甲斐明美: シンポジウム「腸管感染症: 最近の話

題と知見」腸管出血性大腸菌感染症, 第80回日本

感染症学会 (東京), 2006.  

 

小西典子, 尾畑浩魅, 下島優香子, 石崎直人, 門

間千枝, 仲真晶子, 矢野一好, 松下秀, 甲斐明美, 

山田澄夫, 諸角聖, 工藤泰雄: 過去40年間に東京

都内で発生した下痢原性大腸菌による集団下痢

症の細菌学的および疫学的解析, 第80回日本感

染症学会 (東京), 2006.  

 

貞升健志, 他: イムノクロマト法で陰性を示した

HIV検査陽性の2症例について, 第80回日本感染

症学会総会 (東京), 2006.  

 

向川純: 平成12年度より現在までに都内におい

てRFLP法で同一パターンを示した株による結核

感染事例の解析, 第55回日本感染症学会東日本

地方会総会 (東京), 2006.  

 

小西典子, 下島優香子, 尾畑浩魅, 門間千枝, 仲

真晶子, 工藤由起子, 甲斐明美, 山田澄夫: 食品

を対象とした腸管出血性大腸菌O157およびO26

の増菌培養法の比較検討, 第10回腸管出血性大

腸菌感染症シンポジウム (東京), 2006.  

 

松下秀: 志賀毒素産生大腸菌O26: H11株に保有

を認めた第三世代セフェム、ホスホマイシン耐性

プラスミドpSTEC3060の構造について, 第10回

腸管出血性大腸菌感染症シンポジウム (東京), 

2006.  

 

河村真保, 横山敬子, 高橋正樹, 松下秀, 甲斐明

美, 山田澄夫: 2005年分離赤痢菌の菌種・血清型

と薬剤耐性, 第46回感染性腸炎研究会総会 (東

京), 2007.  

 

松下秀: Vibrio choleraeにおけるキノロン系薬剤

耐性と耐性関連遺伝子の変異, 第40回腸炎ビブ

リオシンポジウム (東京), 2006.  

 

甲斐明美: シンポジウム「鶏肉・鶏卵を介した人, 

鳥共通感染症」公衆衛生の立場からー鶏肉鶏卵を

介した食中毒の現状, 第243回鶏病事例検討会,  

(茨城), 2006.  

 

仲真晶子, 平井昭彦, 金子誠二, 石崎直人: リス

テリアの食品汚染状況と本菌の魚卵加工保存時

における挙動, 平成18年度日本獣医師会学会年

次大会 (埼玉), 2007.  

 

貞升健志, 長島真美, 新開敬行, 吉田靖子, 山田

澄夫: 東京都内で検出されたHIV-1のProtease遺

伝子の解析, 第20回日本エイズ学会学術集会・総

会(東京), 2006.  

 

新開敬行, 貞升健志, 長島真美, 吉田靖子, 山田

澄夫: 東京都のHIV検査におけるイムノクロマト

法偽陽性例について, 第20回日本エイズ学会学



術集会・総会 (東京), 2006.  

 

長島真美, 貞升健志, 新開敬行, 吉田靖子, 山田

澄夫: イムノクロマト法のロット間差に関する

検討, 第20回日本エイズ学会学術集会・総会 (東

京), 2006.  

 

森功次, 林 志直, 佐々木由紀子, 野口やよい, 

甲斐明美: 強酸性電解水およびナノバブル水 

による手洗い効果の検討, 第47回日本臨床ウイ 

ルス学会 (東京), 2006.  

 

［医薬品］ 

高橋美佐子, 瀬戸隆子, 長嶋真知子, 鈴木仁, 安

田一郎, 沼田竜一, 宮本礼生奈, 岩井恭子, 阿部

猛: 都内における脱法ドラッグの分析-3-, 日本

薬学会第127年会 (富山), 2007.  

 

浜野朋子, 塩田寛子, 中嶋順一, 福田達男, 鈴木 

幸子, 吉澤政夫, 荒金眞佐子, 北川重美, 安田一

郎: 都内に流通する植物系ドラッグの分析, 日本

薬学会第127年会 (富山), 2007.  

 

中嶋順一, 安田一郎, 浜野朋子, 塩田寛子, 福田

達男: 薬物の含量からみた植物ドラッグと生薬, 

日本薬学会第127年会 (富山), 2007.  

 

宮本道子, 森謙一郎, 中村義昭, 寺島潔, 大貫奈

穂美, 横山敏郎, 荻野周三, 斎藤和夫: 化粧品お

よび医薬部外品中の紫外線吸収剤の同時分析, 

日本薬学会第127年会 (富山), 2007.  

 

塩田寛子, 吉澤政夫, 浜野朋子, 中嶋順一, 北川

重美, 安田一郎: いわゆる植物標本として販売さ

れるアサ種子を生育させて得た葉部等の成分, 

日本生薬学会第53回年会 (埼玉), 2006.  

 

鈴木幸子 他試作栽培担当者, 森本陽治, 村上守

一: シャクヤクの試作栽培について, 日本生薬学

会第53回年会 (埼玉), 2006.  

 

荒金眞佐子, 福田達男, 吉澤政夫, 鈴木幸子, 北

川重美, 中嶋順一, 安田一郎, 佐々木陽平, 南雲

清二: メスカリンを含有するサボテンの鑑別に

ついて, 日本生薬学会第53回年会（埼玉）, 2006.  

 

荒金眞佐子, 福田達男, 中嶋順一, 吉澤政夫, 鈴

木幸子, 北川重美, 安田一郎: リベア・コリンボ

サ・シードの鑑定に関する研究, 日本生薬学会第

53回年会 (埼玉), 2006.  

 

蓑輪佳子, 岸本清子, 守安貴子, 門井秀郎, 重岡

捨身, 浜野朋子, 安田一郎: 痩身用医薬品として

個人輸入されたホスピタルダイエットの分析, 

第39回日本薬剤師会学術大会 (福井), 2006.  

 

高橋美佐子, 瀬戸隆子, 長嶋真知子, 鈴木仁, 安

田一郎, 湯澤順司, 鈴木忠: 尿簡易検査キットに

よる試験結果とGC/MSによる分析, 第21回日本

中毒学会東日本地方会 (東京), 2007.  

 

［食品］ 

宮川弘之, 藤沼賢司, 小沢秀樹, 鎌田国広: ビー

ル中のホルムアルデヒドの分析, 日本食品衛生

学会第91回学術講演会 (東京), 2006.  

 

羽石奈穂子, 安野哲子, 金子令子, 伊藤弘一: 食

品用プラスチック製品における酸化防止剤の含

有量及び溶出量, 第91回日本食品衛生学会学術

講演会 (東京), 2006.  

 

立石恭也, 高野伊知郎, 小林麻紀, 田村康宏, 富

澤早苗, 酒井奈穂子, 上條恭子, 井部明広: 食品

中のピペロニルブトキシド分析法の検討 －ハ

ーブおよび穀類加工品等について－, 日本食品

衛生学会第91回学術講演会 (東京), 2006.  

 

小林麻紀, 高野伊知郎, 田村康宏, 富澤早苗,立石

恭也, 酒井奈穂子, 上條恭子, 井部明広: ベビー

フード中の残留農薬実態調査(第２報), 日本食品

衛生学会第91回学術講演会 (東京), 2006.  

 

鷺直樹, 森内理江, 門間公夫, 鎌田国広, 広門雅

子: コメDNA抽出手法の比較評価, 日本食品衛生

学会第92回学術講演会 (愛知), 2006.  

 

森内理江, 門間公夫, 鷺直樹, 広門雅子: 大豆加

工食品を対象とした遺伝子組換え食品における

DNA抽出法の検討, 日本食品衛生学会第92回学

術講演会 (愛知), 2006.  

 

中島正博, 青山幸二, 石黒瑛一,堤 徹, 法月廣子, 

大須賀裕美, 藤田和弘, 甲斐茂美, 田端節子, 杉

浦義紹, 田中敏嗣, 田中宏輝, 高橋正紀, 伊藤嘉

典, 小西良子,熊谷進: 日本に流通する食品中の

アフラトキシン,オクラトキシンAおよびフモニ



シン汚染実態調査(平成17年度),日本食品衛生学

会第92回学術講演会 (愛知), 2006.  

 

五十嵐奈津子, 中村宗知, 渡井正俊, 伊佐川聡, 

藤田和弘, 小西良子, 中島正博, 木谷裕亮, 青山

幸二, 石黒瑛一, 平岡久明, 牧野大作, 田端節子, 

田中敏嗣, 法月廣子, 滝澤和宏: 玄米中のオクラ

トキシンA分析法の複数機関による評価, 日本食

品衛生学会第92回学術講演会（愛知）, 2006.  

 

飯田憲司, 田端節子, 岩崎由美子, 木村圭介, 鎌

田国広, 広門雅子: 市販食品のオクラトキシン及

びその他のカビ毒の汚染実態, 日本食品衛生学

会第92回学術講演会 (愛知), 2006.  

 

神田真軌, 草野友子, 小山内たか, 牛山慶子, 坂

本美穂, 竹葉和江, 林洋, 井草京子, 井部明広: 

逆相・カチオン交換ミックスモードカートリッジ

を用いた食肉中残留抗生物質の微生物学的系統

推定スクリーニング試験法(第4報)-テトラサイ

クリン系抗生物質の検討-, 日本食品衛生学会第

92回 (愛知), 2006.  

 

坂牧成恵, 中里光男, 松本ひろ子, 萩野賀世, 平

田恵子, 永山敏廣: グレープフルーツジュースお

よび健康食品中のフラノクマリン類含有量調査, 

日本食品衛生学会第92回学術講演会 (愛知), 

2006.  

 

大石充男, 安田和男, 佐藤恭子, 渡部健二郎,岸 

弘子, 伊藤澄夫, 杉本敏明, 森曜子: 飲食物試験

法、食品添加物試験法、プロピオン酸: 高速液体

クロマトグラフィーによる定性および定量, 日

本薬学会第127年会 (富山), 2007.  

 

石川ふさ子, 大石充男, 新藤哲也, 堀江正男, 安

井明子, 伊藤弘一: ブルーベリーエキスを含有す

る健康食品中のアントシアニンの分析, 日本薬

学会第127年会 (富山), 2007.  

 

高野伊知郎, 小林麻紀, 田村康宏, 富澤早苗, 立

石恭也, 酒井奈穂子, 上條恭子, 井部明広: 

Fipronilの分解と残留農薬分析における留意点, 

日本薬学会第127年会 (富山), 2007.  

 

坂本美穂, 竹葉和江, 牛山慶子, 井草京子, 林洋, 

神田真軌, 小山内たか, 井部明広: LC/MS/MS によ

る畜産食品中のフェノール系寄生虫駆除剤の一

斉分析, 第 12 回 LC テクノプラザ（千葉）, 2007. 

 

田端節子: 市販食品のオクラトキシン汚染実態

と汚染に関わる菌, マイコトキシン研究会第60

回学術講演会（茨城）, 2006.  

 

植松洋子: 天然添加物中の残留溶媒について, 第

45回日本油化学会年会 (千葉), 2006.  

 

［生活環境］ 

栗田雅行, 瀬戸博: 東京都内5地点における

PM2.5とSPMの週間濃度変化, 大気環境学会第47

回年会 (東京), 2006.  

 

斎藤育江, 瀬戸博: 金属成分を指標とした建材中

アスベスト分析法の検討, 第47回大気環境学会

年会 (東京), 2006.  

 

斎藤育江, 瀬戸博, 上村尚: アルカリ処理カート

リッジを用いた室内空気中ニコチン及び3-エテ

ニルピリジンの測定, 平成18年度室内環境学会

総会 (東京), 2006.  

 

大貫文, 斎藤育江, 瀬戸博, 上村尚: アセトアル

デヒドの発生源に関する調査-建材、絵具及びタ

バコ-, 平成18年度室内環境学会 (東京), 2006.  

 

斎藤育江, 大貫文, 瀬戸博, 上村尚: 住宅室内の

環状シロキサン発生源調査, 環境ホルモン学会

第9回研究発表会 (東京), 2006.  

 

西野寅裕, 大野正彦, 佐々木裕子, 高澤嘉一, 柴

田康行: 都内水環境におけるPFOSの汚染実態, 

第15回環境化学討論会 (宮城), 2006. 

 

高橋保雄: 水道水及び加熱した水道水中の多環

芳香族炭化水素の分析, 第15回環境化学討論会 

(宮城), 2006.  

 

栃本博: 小笠原諸島の浄水場の処理過程におけ

るトリハロメタンとハロ酢酸の挙動, 第15回環

境化学討論会 (宮城), 2006.  

 

大野正彦: オゾン処理水放流河川の水生生物, 日

本オゾン協会第16回年次講演会 (東京), 2006.  

 

大野正彦: オゾン処理水放流河川におけるユス

リカと淡水生巻貝類の関係, 第18回ユスリカ研



究集会 (福岡), 2006.  

 

宇佐美美穂子: 東京都多摩地域地下水における

塩化ビニルの実態調査, 日本薬学会第127年会 

(富山), 2007.  

 

鈴木俊也: 都市河川水中の医薬品の実態調査, 日

本薬学会第127年会 (富山), 2007.  

 

鈴木俊也: 都市河川水中の高血圧および糖尿病

治療薬の実態調査, 第４１回日本水環境学会 (大

阪), 2007.  

 

［生体影響］ 

中江大，吉田緑，前川昭彦: カテキンとグルコン

酸銅の単独および複合安全性に関するラット中

期多臓器発癌性試験を用いた検索, 第95回日本

病理学会総会 (東京), 2006.  

 

中江大，増村健一，坂元康晃，鰐渕英機，西川秋

佳，広瀬雅雄，能美健彦: gpt deltaラットの肝発

癌早期段階における遺伝子突然変異の発生と役

割の発癌機構・系統による差異．, 第96回日本病

理学会総会 (大阪), 2007.  

 

阿部正義，臼田浩二，古川賢，Raj JL，大久保勉，

中江大: ラット中期肝発癌性試験法を用いたカ

テキン及びグルコン酸銅の発癌リスクの評価, 

第23回日本毒性病理学会年次学術集会 (東京), 

2007.  

 

五十嵐麻希，吉田緑，渡邊学，菅野澄夫，中江大: 

OGG1遺伝子欠損マウスにおけるNNKの肺発癌

性．, 第23回日本毒性病理学会年次学術集会 (東

京), 2007.  

 

中江大，増村健一，坂元康晃，高橋正一，鰐渕英

機，梅村隆志，西川秋佳，広瀬雅雄，能美健彦: gpt 

deltaラットにおける食餌性アミノ酸食化による

突然変異の誘発と肝発癌の早期段階における遺

伝子突然変異の発生と役割の発癌機構・系統によ

る差異, 第２３回日本毒性病理学会年次学術集

会 (東京), 2007.  

 

傳田阿由美，中江大，笹平智則，木下アンナ，鰐

渕英機，福島昭治，國安弘基: コリン欠乏アミノ

酸(CDAA)食によるマウス肝発癌に対するOgg1遺
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